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郭
唐
楚
簡
『
窮
達
以
時
』
の
野浅てし口
一
九
九
三
年
冬
、
湖
北
省
荊
門
市
郭
庖
の
一
号
楚
墓
よ
り
八
O
O
」
余
枚
の
竹
簡
が
出
土
し
、
そ
の
中
の
七
三
O
枚
に
文
字
が
記
さ
れ
て
と
い
た
。
郭
庄
一
号
楚
基
は
春
秋
・
戦
国
期
の
楚
の
園
都
・
郵
(
紀
南
臥
城
)
の
近
郊
に
位
置
す
る
楚
の
貴
族
の
墓
陵
地
の
中
に
あ
り
、
竹
筒
引
が
記
す
文
字
は
、
い
わ
ゆ
る
先
秦
の
古
文
に
属
す
る
楚
系
文
字
で
あ
』
る
。
副
葬
品
の
中
に
基
主
や
下
葬
年
代
を
特
定
す
る
手
掛
か
り
は
発
山
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
副
葬
品
の
様
式
変
化
に
よ
る
編
年
か
ら
、
中
鵬
国
の
研
究
者
は
そ
の
造
営
時
期
を
戦
国
中
期
(
前
一
一
百
二
1
前
二
八
日
二
年
)
の
後
半
、
前
三
O
O年
頃
と
推
定
し
て
い
ぶ
。
副
葬
品
の
中
楚
に
は
「
東
宮
之
師
」
と
刻
む
耳
杯
が
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
墓
主
は
楚
輔
の
太
子
の
教
育
係
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
副
葬
品
中
に
は
君
主
が
高
齢
者
に
下
賜
す
る
鳩
杖
二
本
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
引
で
基
主
は
七
十
歳
を
超
す
高
齢
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
一
位
。
「
天
人
之
分
」
に
つ
い
て
浅
野
裕
出
土
し
た
楚
簡
は
剤
州
市
博
物
館
や
剤
門
市
博
物
館
の
研
究
者
の
手
に
よ
っ
て
解
読
・
整
理
さ
れ
、
写
真
と
釈
文
を
収
め
た
『
郭
庖
楚
墓
竹
簡
」
が
一
九
九
八
年
五
月
に
文
物
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
竹
簡
は
、
竹
簡
の
形
状
や
書
体
の
差
異
、
及
び
内
容
な
ど
か
ら
、
次
の
十
六
種
の
文
献
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
①
『
老
子
』
甲
・
乙
・
丙
②
『
太
一
生
水
』
③
『
絡
衣
』
④
『
魯
穆
公
開
子
思
」
⑤
『
窮
達
以
時
』
⑥
『
五
行
』
⑦
「
唐
虞
之
道
』
③
『
忠
信
之
道
』
⑨
『
成
之
閉
之
』
⑮
『
尊
徳
義
』
⑪
『
性
自
命
出
』
⑫
『
六
徳
』
⑬
『
諮
叢
』
一
⑬
『
語
叢
」
二
⑬
『
吉
間
接
』
三
⑮
『
語
叢
』
四
こ
の
中
、
①
と
②
は
道
家
系
統
の
著
作
、
③
か
ら
⑫
の
十
篇
は
儒
家
系
統
の
著
作
、
⑬
か
ら
⑬
は
楚
の
東
宮
の
師
だ
っ
た
基
主
が
太
子
の
教
育
用
に
編
集
し
た
格
言
集
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
①
の
『
老
子
』
甲
・
乙
・
丙
は
、
三
種
類
の
抄
本
だ
と
思
わ
れ
る
。
小
論
で
は
、
こ
れ
ら
郭
庖
楚
簡
の
中
、
特
に
『
窮
達
以
時
』
を
取
2
り
上
げ
て
、
そ
こ
に
見
え
る
「
天
人
之
分
」
の
性
格
を
検
討
す
る
こ
今
&
と
に
し
た
い
。
『
窮
遼
以
時
』
に
は
、
「
天
有
り
人
有
り
。
天
と
人
に
は
分
有
り
。
天
人
の
分
に
察
ら
か
な
れ
ば
、
而
ち
行
う
べ
き
を
知
る
」
と
、
「
天
人
之
分
」
の
思
想
が
説
か
れ
討
。
従
来
「
天
人
之
分
」
の
思
想
は
、
戦
国
後
期
(
前
二
八
了
、
，
前
一
一
一
一
一
年
)
に
「
天
人
の
分
に
明
ら
か
な
れ
ば
、
則
ち
至
人
と
謂
う
べ
し
」
(
『
苛
子
』
天
論
篇
)
と
主
張
し
た
萄
子
の
独
創
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
る
に
今
回
、
前
三
O
O年
頃
の
造
営
と
推
定
さ
れ
る
郭
庖
一
号
楚
基
か
ら
『
窮
達
以
時
』
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
思
想
史
の
常
識
は
覆
さ
れ
、
萄
子
以
前
に
す
で
に
「
天
人
之
分
」
の
思
想
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
池
田
知
久
氏
の
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
「
天
人
之
分
」
を
萄
子
の
創
見
と
見
な
し
、
「
窮
達
以
時
』
の
側
が
『
萄
子
」
天
論
篇
か
ら
影
響
を
受
げ
た
の
だ
と
考
え
る
立
場
も
存
在
し
て
い
る
。
両
者
の
先
後
関
係
は
、
思
想
史
上
等
閑
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
な
の
で
、
本
章
で
は
ま
ず
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
郭
庖
一
号
楚
墓
が
位
置
す
る
楚
の
墓
陵
地
に
関
し
て
は
、
『
史
記
』
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
其
明
年
攻
楚
、
抜
部
、
焼
夷
陵
。
途
東
至
寛
陵
。
楚
王
亡
去
部
、
東
走
徒
陳
。
秦
以
郵
矯
南
郡
。
(
『
史
記
』
白
起
玉
頭
列
伝
)
中
国
の
研
究
者
は
こ
の
「
史
記
』
の
記
述
を
踏
ま
え
、
前
二
七
八
年
、
秦
の
将
軍
・
白
起
が
楚
都
・
部
(
紀
南
城
)
を
占
領
し
た
時
点
で
、
楚
の
貴
族
集
団
は
紀
南
城
を
放
棄
し
て
東
北
の
陳
に
遷
都
し
、
紀
南
城
周
辺
の
墓
陵
地
も
ま
た
放
棄
さ
れ
て
、
以
後
こ
の
地
に
貴
族
の
基
が
造
営
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
す
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
一
号
楚
墓
の
造
営
時
期
の
下
限
は
前
二
七
八
年
で
あ
り
、
下
葬
時
期
を
そ
れ
以
降
に
引
き
下
げ
る
乙
と
は
、
物
理
的
に
全
く
不
可
能
と
な
る
。
池
田
氏
も
当
然
こ
の
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
下
葬
時
期
を
「
紀
元
前
二
七
八
年
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
ま
で
降
る
年
代
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
る
。
と
こ
ろ
が
池
田
氏
は
そ
の
一
方
で
、
「
最
も
近
い
と
こ
ろ
」
の
後
に
、
(
あ
る
い
は
さ
ら
に
後
)
な
る
一
文
を
挿
入
し
て
い
ヲ。
池
田
氏
が
造
営
時
期
を
前
三
O
O年
頃
に
比
定
す
る
中
国
の
考
古
学
者
の
見
解
を
否
定
し
て
、
前
二
七
八
年
直
前
ま
で
引
き
下
げ
よ
う
と
す
る
の
は
、
楚
墓
の
造
営
が
可
能
な
範
閣
内
で
、
で
き
る
限
り
遅
い
時
期
を
選
択
し
よ
う
と
す
る
思
考
で
あ
る
。
だ
が
一
方
の
(
あ
る
い
は
さ
ら
に
後
)
と
す
る
推
理
の
場
合
は
、
楚
墓
の
造
営
が
可
能
か
否
か
と
の
判
断
基
準
は
す
で
に
取
り
払
わ
れ
て
い
る
。
同
一
の
基
の
造
営
時
期
を
推
理
す
る
に
当
た
り
、
一
方
で
は
物
理
的
に
可
能
な
範
囲
内
で
選
択
す
る
と
の
基
準
を
用
い
な
が
ら
、
他
方
で
は
そ
の
基
準
を
全
く
度
外
視
す
る
判
断
を
示
し
、
そ
の
双
方
が
ど
ち
ら
も
成
立
可
能
で
あ
る
か
の
よ
う
に
論
述
す
る
の
で
は
、
ダ
プ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
よ
る
自
家
撞
着
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
後
者
の
判
断
で
は
、
ど
こ
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
る
の
か
皆
目
不
明
の
底
無
し
と
な
る
。
そ
れ
で
は
池
田
氏
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
無
理
な
推
論
を
下
す
の
野
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
「
天
人
之
分
」
を
説
く
『
萄
子
』
天
論
俄
篇
ゃ
、
「
性
偽
之
分
」
を
説
く
『
萄
子
』
性
悪
篇
の
側
が
、
『
窮
達
以
何
時
』
に
影
響
を
与
え
た
と
す
る
結
論
を
維
持
す
る
た
め
、
「
窮
達
以
時
」
m
の
成
立
時
期
を
『
苛
子
』
天
論
篇
・
性
悪
篇
の
成
立
時
期
よ
り
後
に
J
引
き
下
げ
る
必
要
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
む
そ
の
た
め
氏
は
、
萄
子
の
伝
記
に
関
す
る
内
山
俊
彦
氏
と
銭
穆
氏
臥
の
考
証
を
紹
介
し
た
上
、
前
三
一
四
年
頃
越
に
生
ま
れ
、
前
二
六
五
日
山
年
頃
五
十
歳
で
稜
下
に
行
き
、
前
二
三
三
年
頃
楚
の
蘭
陵
で
没
し
た
ー
す
と
す
る
内
山
氏
の
編
年
を
採
用
し
た
場
合
は
不
可
能
に
な
る
が
、
銭
山
穆
氏
の
編
年
を
採
用
す
れ
ば
、
苛
子
が
先
で
『
窮
達
以
時
』
が
後
と
臓
の
先
後
関
係
は
な
お
維
持
で
き
る
と
主
張
す
る
。
は
た
し
て
そ
う
で
げ
あ
ろ
う
か
。
楚
上
述
の
よ
う
に
、
一
号
楚
基
の
造
営
時
期
を
前
二
七
八
年
以
降
に
割
引
き
下
げ
る
こ
と
は
物
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
3
で
引
き
下
げ
よ
う
と
す
れ
ば
、
前
二
八
O
年
あ
た
り
が
そ
の
限
界
と
2
な
ろ
う
。
そ
し
て
東
宮
の
師
で
あ
り
、
か
つ
七
十
歳
を
超
す
高
齢
だ
っ
た
墓
主
が
、
生
前
の
あ
る
時
期
『
窮
達
以
時
』
を
入
手
し
て
か
ら
下
葬
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
三
十
年
程
度
の
期
間
は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
副
葬
品
と
し
て
出
土
し
た
「
窮
達
以
時
』
の
竹
簡
は
、
前
=
二
O
年
頃
に
は
す
で
に
書
写
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
な
る
。
も
と
よ
り
そ
れ
は
、
転
写
を
重
ね
た
多
く
の
写
本
の
中
の
一
本
で
あ
っ
て
、
原
著
で
は
な
い
か
ら
、
原
著
の
成
立
は
前
=
二
O
年
頃
を
さ
ら
に
遡
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
に
そ
れ
に
要
す
る
期
間
を
で
き
る
だ
け
短
く
見
積
も
り
、
十
年
と
想
定
し
た
場
合
、
原
著
の
成
立
時
期
は
前
三
二
O
年
頃
と
な
る
。
そ
れ
に
『
萄
子
』
天
論
篇
・
性
悪
篇
が
影
響
を
与
え
た
と
す
れ
ば
、
両
篇
の
成
立
は
さ
ら
に
最
低
で
も
十
年
は
遡
る
で
あ
ろ
う
。
さ
て
銭
穆
氏
が
『
先
秦
諸
子
繋
年
』
で
行
っ
た
考
証
に
よ
れ
ば
、
萄
子
は
前
三
四
O
年
頃
に
越
に
生
ま
れ
、
前
三
二
六
年
頃
に
十
五
歳
で
斉
の
稜
下
に
行
き
、
前
二
四
七
年
な
い
し
前
二
四
五
年
に
九
十
歳
を
超
す
老
齢
で
没
し
た
と
い
う
。
こ
の
銭
穆
氏
の
編
年
と
上
記
の
推
定
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
苛
子
は
斉
の
稜
下
を
訪
れ
る
以
前
、
十
歳
前
後
で
天
論
篇
や
性
悪
篇
を
著
述
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
到
底
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
銭
穆
説
に
従
え
ば
、
前
三
O
O年
頃
に
萄
子
は
四
十
歳
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
萄
子
が
天
論
篇
や
性
悪
篇
を
著
述
し
た
の
が
そ
の
頃
だ
っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
郭
居
一
号
墓
の
造
営
が
ぎ
り
ぎ
り
可
能
な
前
二
八
O
年
ま
で
は
約
二
十
年
と
な
る
。
こ
の
聞
に
、
苛
子
が
斉
の
稜
下
で
天
論
篇
や
性
悪
篇
を
著
述
し
、
そ
れ
4
が
写
本
に
よ
っ
て
流
布
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
『
窮
達
以
時
』
が
2
著
作
さ
れ
、
そ
れ
が
ま
た
写
本
に
よ
っ
て
流
布
し
、
楚
人
で
あ
っ
た
墓
主
が
生
前
そ
の
一
本
を
入
手
し
、
の
ち
に
郭
底
一
号
墓
に
下
葬
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
柄
が
生
じ
た
と
す
る
の
は
、
慌
た
だ
し
す
ぎ
て
不
自
然
で
あ
る
う
。
こ
の
よ
う
に
、
郭
居
一
号
楚
基
の
造
営
時
期
を
限
度
一
杯
ま
で
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、
萄
子
の
活
動
時
期
を
最
も
早
い
時
期
に
措
定
す
る
銭
穆
説
を
採
用
し
た
場
合
で
す
ら
、
『
苛
子
』
天
論
篇
・
性
悪
篇
が
先
で
『
窮
達
以
時
』
が
後
だ
と
す
る
先
後
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
池
田
氏
は
、
(
あ
る
い
は
さ
ら
に
後
)
と
つ
け
加
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
前
二
七
八
年
に
白
起
が
部
を
抜
い
て
、
楚
の
先
王
が
葬
ら
れ
る
夷
陵
を
焼
き
払
い
、
秦
が
こ
の
地
域
一
帯
を
南
郡
と
し
て
支
配
し
た
後
に
、
な
お
こ
の
墓
陵
地
に
楚
基
が
造
営
さ
れ
る
こ
と
が
、
い
か
に
し
て
可
能
な
の
か
の
説
明
は
、
一
切
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
中
国
の
考
古
学
者
が
一
号
楚
基
の
造
営
時
期
を
前
三
O
O年
頃
と
推
定
し
た
の
は
、
副
葬
品
か
ら
前
=
二
六
年
の
造
営
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
包
山
二
号
墓
を
含
め
、
周
辺
の
多
く
の
楚
墓
か
ら
出
土
し
た
副
葬
品
の
分
析
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
編
年
に
基
づ
く
。
こ
う
し
た
豊
富
な
資
料
を
用
い
た
考
古
学
的
編
年
に
基
づ
く
年
代
比
定
は
、
ほ
ぽ
動
か
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
前
三
O
O年
説
に
依
拠
し
て
考
え
る
と
、
基
主
が
七
十
歳
を
超
す
高
齢
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
以
上
、
基
主
が
『
窮
遼
以
時
』
の
竹
簡
を
入
手
し
た
時
期
は
、
前
三
O
O年
を
数
十
年
は
遡
る
と
見
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
に
三
十
年
遡
ら
せ
て
前
三
三
O
年
頃
と
す
れ
ば
、
原
著
の
成
立
は
当
然
そ
れ
を
さ
ら
に
遡
る
。
一
般
に
原
著
が
成
立
し
た
後
、
転
写
を
重
ね
て
写
本
が
流
布
す
る
ま
で
に
は
、
相
当
の
期
間
を
見
込
ま
な
同
り
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
そ
の
幅
を
ど
ん
な
に
短
く
想
定
し
て
も
、
十
年
か
二
十
年
は
遡
ら
せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
推
理
す
る
と
、
『
窮
逮
以
時
』
の
成
立
時
期
は
、
戦
国
中
期
(
前
三
四
二
1
前
二
八
二
年
)
の
初
め
か
、
戦
国
初
期
(
前
回
O
三
1
前
三
四
三
年
)
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
と
と
ろ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
幅
の
取
り
方
に
よ
っ
て
は
、
春
秋
最
宋
ま
で
遡
る
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。
以
上
の
考
察
か
ら
、
筆
者
は
『
窮
達
以
時
』
を
萄
子
に
先
行
す
る
著
作
と
見
な
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
で
は
、
『
窮
達
以
時
』
に
説
か
れ
る
「
天
人
之
分
」
の
思
想
は
、
ど
の
よ
う
な
性
格
を
示
す
で
あ
ろ
う
か
。
『
窮
遼
以
時
』
の
冒
頭
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
で
始
ま
る
。
天
有
り
人
有
り
。
天
と
人
に
は
分
有
り
。
天
人
の
分
に
察
ら
か
な
れ
ば
、
而
ち
行
う
べ
き
を
知
る
。
其
の
人
有
る
も
、
其
の
世
亡
げ
れ
ば
、
賢
と
雄
も
行
わ
れ
ず
。
有
も
其
の
世
有
ら
ば
、
何
の
難
き
こ
と
之
れ
有
ら
ん
や
。
前
段
で
は
、
こ
の
世
界
に
は
天
と
人
が
存
在
す
る
が
、
天
と
人
の
間
に
は
領
域
の
区
分
が
存
在
す
る
、
そ
の
区
分
を
明
察
し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
人
と
し
て
何
を
為
す
べ
き
か
が
自
覚
で
き
る
と
語
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
天
と
人
の
区
分
と
は
、
具
体
的
に
は
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
野
う
か
。
そ
の
答
え
は
後
段
に
示
さ
れ
る
。
後
段
で
は
、
た
と
え
賢
者
日
が
い
て
も
、
時
代
に
遇
わ
な
げ
れ
ば
埋
も
れ
た
ま
ま
に
終
わ
る
、
時
何
世
に
さ
え
恵
ま
れ
れ
ば
、
賢
者
が
才
能
を
発
揮
す
る
の
に
何
の
困
難
問
も
な
い
の
だ
と
語
ら
れ
る
。
パ
」
し
た
が
っ
て
『
窮
遼
以
時
』
が
言
う
「
人
」
と
は
、
も
と
よ
り
最
む
終
的
に
は
人
間
一
般
に
ま
で
拡
大
解
釈
で
き
る
余
地
を
残
す
と
し
て
臥
も
、
少
な
く
も
こ
こ
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
卓
越
し
た
才
能
を
秘
め
る
賢
削
者
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
一
方
の
「
天
」
が
、
後
1
段
の
「
世
」
と
深
く
関
わ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
世
」
仰
は
、
賢
者
が
活
躍
で
き
る
時
代
・
時
世
・
時
勢
の
意
味
で
用
い
ら
れ
騨
て
い
る
。
相
そ
れ
で
は
「
天
」
と
「
世
」
と
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
で
あ
ろ
楚
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る
に
は
、
「
窮
達
以
時
』
が
登
場
さ
せ
る
歴
史
上
鞠
の
人
物
の
扱
わ
れ
方
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
舜
は
歴
山
に
耕
し
、
河
の
匡
に
陶
拍
す
る
も
、
立
ち
て
天
子
と
し
よ
う
よ
う
た
い
と
う
て
っ
ぽ
う
為
り
し
は
、
亮
に
遇
え
ば
な
り
。
間
即
時
酢
は
胎
蓋
を
衣
て
、
経
家
25 
g
ん
か
ぷ
L
C
巾
を
胃
り
、
版
築
を
択
る
も
、
天
子
を
佐
く
る
は
、
武
丁
に
遇
え
ば
な
り
。
呂
望
は
椋
津
に
威
と
為
り
、
監
門
と
練
の
地
に
戦
い
、
行
年
七
十
に
し
て
牛
を
朝
歌
に
屠
る
も
、
挙
げ
ら
れ
て
天
子
の
師
と
為
り
し
は
、
周
文
に
遇
え
ば
な
り
。
管
夷
吾
は
拘
徳
・
よ
〈
き
ょ
束
縛
せ
ら
れ
、
代
鋸
を
択
る
も
、
諸
侯
の
相
と
為
り
し
は
、
斉
桓
に
遇
え
ば
な
り
。
百
旦
梁
は
五
羊
を
鎖
り
て
、
伯
の
為
に
牛
ば
ん
げ
い
を
牧
い
、
板
酷
帽
を
択
る
も
、
朝
卿
と
為
り
し
は
、
秦
穆
に
遇
え
E
し
ば
な
り
。
孫
叔
は
三
た
び
邸
思
の
少
司
馬
を
斥
け
ら
る
る
も
、
出
で
て
令
予
と
為
り
し
は
、
楚
荘
に
遇
え
ば
な
り
。
こ
の
よ
う
に
『
窮
達
以
時
』
は
、
「
有
も
其
の
世
有
ら
ば
、
何
の
難
き
こ
と
之
れ
有
ら
ん
や
」
の
側
に
該
当
す
る
実
例
と
し
て
、
(
1
)
舜
が
莞
に
登
用
さ
れ
た
例
、
(
2
)
部
採
が
武
丁
に
登
用
さ
れ
た
例
、
(3)
呂
尚
が
周
の
文
王
に
登
用
さ
れ
た
例
、
(
4
)
管
仲
が
斉
の
桓
八
ム
に
登
用
さ
れ
た
例
、
(5)
百
里
美
が
秦
の
穆
公
に
登
用
さ
れ
た
例、
(
6
)
孫
叔
敷
が
楚
の
荘
王
に
登
用
さ
れ
た
例
な
ど
を
列
挙
す
ザ令。
そ
の
上
で
作
者
は
、
後
文
に
お
い
て
「
遇
と
不
遇
と
は
天
な
り
」
と
の
総
括
を
提
示
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
賢
者
が
君
主
に
秘
め
た
る
才
能
を
見
出
だ
さ
れ
て
抜
擢
・
登
用
さ
れ
、
政
界
で
存
分
に
活
躍
で
き
る
時
世
に
遭
遇
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
の
が
、
「
天
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
窮
達
以
時
』
の
「
人
」
「
世
」
「
天
」
の
聞
に
は
、
「
人
(
賢
者
)
が
世
(
時
世
)
に
遇
う
か
否
か
は
天
(
天
命
)
次
第
で
6
あ
る
」
と
の
関
係
が
成
り
立
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
2
そ
れ
で
は
、
賢
者
が
こ
う
し
た
形
態
で
の
「
天
人
之
分
」
を
明
察
す
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
は
い
か
な
る
当
為
が
導
き
出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
う
か
。
そ
の
解
答
を
提
示
す
る
前
に
、
作
者
は
ま
ず
遇
・
不
遇
と
才
能
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
か
ん
ゅ
う
初
め
泊
節
し
て
、
後
に
名
揚
が
る
も
、
其
の
徳
加
わ
る
に
は
非
ず
。
子
育
は
前
に
功
多
く
し
て
、
後
に
裁
死
す
る
も
、
其
の
智
容
衰
う
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
醐
酬
は
張
山
に
随
せ
ら
れ
、
騒
は
都
練
に
塞
が
る
る
も
、
体
状
亡
き
に
は
非
ざ
る
な
り
。
四
海
を
窮
め
千
里
を
致
す
は
、
造
父
に
遇
う
が
故
な
り
。
先
に
挙
げ
た
六
人
の
賢
者
は
、
不
遇
だ
っ
た
前
半
生
と
抜
擢
・
登
用
さ
れ
て
活
躍
し
た
後
半
生
と
の
聞
で
、
徳
が
増
加
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
伍
子
育
は
呉
王
・
闘
底
に
登
用
さ
れ
て
幾
多
の
功
績
を
上
げ
た
後
、
呉
王
・
夫
差
に
よ
っ
て
刑
叫
制
さ
れ
た
が
、
そ
の
聞
に
彼
の
智
謀
が
衰
退
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
撲
や
躍
は
、
深
い
山
奥
に
く
す
ぶ
っ
て
い
た
時
期
か
ら
、
す
で
に
名
馬
の
形
状
は
備
わ
っ
て
い
た
の
だ
が
、
造
父
に
才
能
を
見
出
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
日
に
千
里
を
駆
げ
る
名
馬
と
な
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
作
者
は
、
過
・
不
遇
の
如
何
に
よ
ら
ず
、
本
人
に
備
わ
る
能
力
は
、
終
始
不
変
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
し
か
ら
ば
能
力
が
一
定
不
変
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
が
決
め
る
遇
・
不
遇
に
よ
り
、
栄
達
し
た
り
困
窮
し
た
り
の
落
差
が
生
ず
る
と
す
れ
ば
、
才
能
を
秘
め
る
賢
者
は
、
い
か
に
世
に
処
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
う
か
。
作
者
は
い
よ
い
よ
解
答
を
提
示
す
る
。
過
と
不
遇
と
は
天
な
り
。
動
く
は
逮
せ
ん
が
為
に
す
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
故
に
窮
す
る
も
困
し
ま
ず
。
学
ぶ
は
名
の
為
に
す
な
げ
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
故
に
之
を
智
る
も
の
莫
き
も
、
突
か
ず
。かお
夫
れ
芝
蘭
は
深
山
に
生
ず
る
も
、
人
の
嘆
ぐ
こ
と
無
け
れ
ば
芳
ら
ず
と
は
為
さ
ず
。
賢
者
の
遇
・
不
遇
は
天
の
領
域
に
属
す
る
事
柄
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
人
為
は
及
ば
な
い
。
逆
に
賢
者
の
才
能
は
、
人
の
領
域
に
属
す
る
事
柄
で
あ
っ
て
、
天
が
決
め
る
過
・
不
遇
に
左
右
さ
れ
て
増
減
し
た
り
は
し
な
い
。
そ
れ
に
も
と
も
と
賢
者
の
行
動
や
修
養
は
、
栄
達
や
名
声
の
た
め
の
功
利
的
動
機
か
ら
為
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
い
か
に
天
が
不
遇
な
運
命
を
下
そ
う
と
も
、
天
は
天
、
人
は
人
な
の
だ
か
ら
、
天
命
を
怨
ん
だ
り
嘆
い
た
り
す
る
必
要
は
な
く
、
人
の
領
域
で
為
し
得
る
修
養
に
遁
進
す
べ
き
だ
。
こ
れ
が
作
者
の
提
示
す
る
結
論
で
、
「
天
人
の
分
に
察
ら
か
な
れ
ば
、
而
ち
行
う
べ
き
を
知
る
」
と
は
、
こ
う
し
た
自
覚
を
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
作
者
は
後
文
に
お
い
て
も
、
こ
れ
と
同
様
の
結
論
を
く
り
返
す
。
こ
の
箇
所
は
竹
簡
が
欠
損
し
て
い
て
文
意
が
繋
が
ら
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
以
下
に
解
読
可
能
な
範
囲
で
示
し
て
み
る
。
善
否
は
己
よ
り
す
。
窮
達
は
時
を
以
て
す
る
も
、
徳
行
は
一
な
〈
ら
き
し
た
が
お
か
る
き
り
。
誉
鍛
は
努
に
在
ら
ば
、
中
、
に
之
く
に
聴
い
、
白
に
之
く
こ
あ
ら
た
と
母
く
し
て
、
麓
め
ず
。
善
・
不
善
を
判
断
す
る
価
値
基
準
は
、
外
部
に
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
中
に
あ
る
。
窮
す
る
か
達
す
る
か
は
、
天
の
時
に
左
右
さ
れ
る
。
だ
が
自
分
の
徳
行
は
、
窮
し
よ
う
が
達
し
よ
う
が
、
そ
れ
に
は
影
響
さ
れ
ず
に
常
に
同
一
で
あ
る
。
そ
れ
に
外
部
か
ら
加
え
ら
れ
る
段
誉
褒
庇
な
ど
は
、
も
と
も
と
自
分
の
目
標
で
は
な
い
か
ら
、
誇
ら
野
れ
て
退
け
ら
れ
で
も
そ
れ
を
甘
ん
じ
て
受
け
る
べ
き
で
、
褒
め
ら
れ
自
て
栄
達
す
る
道
を
目
指
し
た
り
す
べ
き
で
は
な
く
、
決
し
て
己
の
節
何
を
曲
げ
な
い
の
で
あ
る
。
刀
窮
達
は
時
を
以
て
す
る
も
、
幽
明
は
才
な
ら
ず
。
故
に
君
子
は
ト
い
あ
っ
J
己
に
反
る
に
惇
し
。
た
窮
す
る
か
達
す
る
か
は
、
天
の
時
に
左
右
さ
れ
る
。
だ
が
罷
免
さ
臥
れ
よ
う
が
昇
進
し
よ
う
が
、
そ
れ
は
自
分
の
才
能
が
増
減
し
た
せ
い
引
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
君
子
は
、
外
部
か
ら
加
わ
る
段
萱
語
、
1
外
部
か
ら
強
い
ら
れ
る
出
処
進
退
な
ど
気
に
と
め
ず
、
自
己
の
内
面
別
的
修
養
に
意
識
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
こ
そ
、
熱
情
を
傾
け
る
の
で
髄
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
天
人
の
分
に
察
ら
か
」
に
し
て
「
行
う
べ
き
を
前
知
る
」
人
物
が
君
子
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
『
窮
遥
以
時
』
に
登
場
す
楚
る
「
人
」
が
人
間
一
般
を
指
す
の
で
は
な
く
、
卓
越
し
た
才
能
を
秘
鞠
め
な
が
ら
不
遇
に
自
得
す
る
特
別
な
賢
者
を
指
す
こ
と
が
、
改
め
て
7
確
認
で
き
る
。
ラム“
四
『
窮
逮
以
時
』
が
説
く
「
天
人
之
分
」
の
思
想
と
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
『
窮
逮
以
時
』
の
作
者
は
、
何
か
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
こ
う
し
た
思
想
を
強
調
し
た
の
だ
か
ら
、
こ
れ
が
何
を
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
否
定
対
象
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
性
格
は
よ
り
一
層
鮮
明
に
な
ヲ
Q
。「
窮
達
以
時
』
の
否
定
対
象
を
明
示
す
る
の
は
、
内
容
的
に
『
窮
達
以
時
』
と
強
い
共
通
性
を
示
す
既
存
の
文
献
で
あ
る
。
『
萄
子
』
宥
坐
篇
・
『
韓
詩
外
伝
』
巻
七
・
「
説
苑
』
雑
吾
=
一
回
篇
・
『
孔
子
家
語
』
在
厄
篇
な
ど
に
は
、
『
窮
達
以
時
」
と
ほ
ぽ
同
様
の
内
容
が
、
子
路
に
対
す
る
孔
子
の
発
言
と
し
て
記
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
で
は
、
孔
子
が
陳
奈
の
間
に
困
窮
し
た
場
面
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
久
し
く
徳
義
・
善
行
を
積
ん
で
き
た
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
こ
ん
な
窮
地
に
陥
る
の
か
と
孔
子
を
な
じ
る
子
路
の
発
言
の
中
に
、
問
題
の
否
定
対
象
が
姿
を
現
わ
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
善
を
為
す
者
は
、
天
之
に
報
ゆ
る
に
福
を
以
て
し
、
不
善
を
為
す
者
は
、
天
之
に
報
ゆ
る
に
禍
を
以
て
す
」
(
「
萄
子
』
『
韓
詩
外
伝
』
『
孔
子
家
語
』
)
と
か
、
「
凡
そ
人
の
善
を
為
す
者
は
、
天
報
ゆ
る
に
福
を
以
て
し
、
不
善
を
為
す
者
は
、
天
報
ゆ
る
に
禍
を
以
て
す
」
(
『
説
苑
』
)
と
い
っ
た
格
言
で
あ
る
。
ヲ
」
の
格
言
は
、
天
は
人
間
の
行
B
為
の
普
・
不
善
に
応
じ
て
福
と
禍
を
下
す
と
の
因
果
律
を
語
る
。
こ
2
れ
に
類
す
る
格
一
吉
は
『
国
語
』
や
『
老
子
』
に
も
見
え
る
か
ら
、
こ
の
種
の
格
吾
一
同
は
『
窮
達
以
時
』
成
立
以
前
か
ら
世
間
に
広
く
流
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
針
。
し
た
が
っ
て
「
窮
逮
以
時
』
の
「
天
人
之
分
」
は
、
こ
の
格
雪
一
口
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
天
人
相
関
思
想
へ
の
反
論
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
『
窮
達
以
時
』
の
作
者
は
、
こ
の
種
の
格
言
に
反
論
を
加
え
る
必
要
性
を
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
動
機
は
、
前
掲
の
諸
書
の
場
面
設
定
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
不
遇
に
終
わ
っ
た
孔
子
の
人
生
を
弁
護
せ
ん
と
す
る
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
孔
子
は
ど
己
か
の
君
主
に
抜
擢
・
登
用
さ
れ
、
政
界
で
活
躍
す
る
日
を
夢
見
て
い
た
。
だ
が
一
介
の
匹
夫
に
す
ぎ
ぬ
孔
子
に
政
治
を
任
せ
る
君
主
な
ど
い
よ
う
は
ず
も
な
く
、
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
願
望
は
か
な
え
ら
れ
な
い
。
し
び
れ
を
切
ら
し
た
孔
子
は
魯
に
見
切
り
を
つ
け
、
五
十
六
歳
に
も
な
っ
て
か
ら
、
門
人
を
引
き
連
れ
て
圏
外
に
出
る
。
も
と
よ
り
自
分
を
登
用
す
る
君
主
を
探
す
就
職
活
動
の
旅
で
あ
っ
た
。
前
四
九
七
年
か
ら
前
四
八
四
年
ま
で
の
十
四
年
間
、
孔
子
は
諸
国
を
流
浪
し
な
が
ら
七
十
余
君
に
登
用
を
求
め
た
が
、
結
果
は
こ
と
ご
と
く
惨
め
な
失
敗
で
あ
っ
た
。
夢
や
ぶ
れ
た
孔
子
は
、
六
十
九
歳
の
老
齢
で
空
し
く
魯
に
舞
い
戻
り
、
五
年
後
の
前
四
七
九
年
、
七
十
四
歳
で
こ
の
世
を
去
る
。
も
し
人
の
行
為
の
善
・
不
善
に
対
応
し
て
天
が
禍
福
を
下
す
と
の
因
果
律
を
肯
定
し
、
そ
う
し
た
形
で
の
天
人
相
関
思
想
を
是
認
す
る
な
ら
ば
、
失
敗
続
き
の
孔
子
の
人
生
は
、
不
善
を
為
し
た
せ
い
で
天
か
ら
禍
を
下
さ
れ
た
人
生
と
し
て
し
か
、
総
括
で
き
な
く
な
る
。
実
際
『
荘
子
』
漁
父
篇
や
『
墨
子
』
非
儒
篇
に
は
、
孔
子
の
人
生
の
失
敗
を
孔
子
の
心
が
げ
の
悪
さ
と
結
び
つ
け
て
部
撤
す
る
論
調
が
見
え
場。
そ
こ
で
孔
子
の
後
学
に
は
、
人
の
行
為
の
善
・
不
善
と
天
が
決
定
す
る
人
生
の
遇
・
不
遇
と
の
聞
に
は
、
何
の
因
果
関
係
も
存
在
し
な
い
と
反
論
し
て
、
天
の
領
域
と
人
の
領
域
を
分
断
し
、
前
記
の
格
言
に
象
徴
さ
れ
る
天
人
相
関
思
想
を
拒
否
し
、
不
遇
の
人
生
も
孔
子
の
徳
行
の
偉
大
き
を
否
定
す
る
論
拠
に
は
な
ら
ぬ
と
し
て
、
孔
子
の
人
生
を
弁
護
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
『
窮
達
以
時
』
の
「
人
」
が
、
才
能
を
秘
め
る
賢
者
や
不
遇
に
自
得
す
る
君
子
を
指
し
て
い
た
り
、
「
天
」
を
も
っ
ぱ
ら
時
世
の
意
味
で
使
用
し
て
、
君
主
に
登
用
さ
れ
る
か
否
か
の
一
点
の
み
を
媒
介
項
に
天
と
人
の
関
係
を
論
じ
た
り
す
る
現
象
も
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
五
『
窮
達
以
時
』
は
孔
子
の
人
生
を
弁
護
せ
ん
と
す
る
意
図
か
ら
「
天
人
之
分
」
を
説
き
、
天
の
領
域
は
天
に
委
ね
、
人
は
人
の
領
域
に
専
念
せ
よ
と
の
結
論
を
提
示
し
た
。
そ
れ
で
は
、
同
じ
く
孔
子
の
不
遇
な
人
生
を
下
敷
き
に
編
述
さ
れ
た
『
中
庸
』
の
場
合
、
天
と
人
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
「
下
位
に
在
り
て
上
に
獲
ら
れ
ざ
れ
ば
、
民
は
得
て
治
む
べ
か
ら
ず
」
(
第
二
十
章
)
と
、
い
か
に
君
子
が
卓
越
し
た
才
能
を
秘
め
、
政
界
に
地
位
を
得
て
為
政
に
参
画
し
た
い
と
願
っ
て
も
、
自
己
の
才
能
野
を
見
出
し
て
抜
擢
・
登
用
し
て
く
れ
る
君
主
に
め
ぐ
り
遇
わ
な
げ
れ
日
ば
、
為
政
の
才
能
を
発
揮
す
る
と
と
は
で
き
な
い
。
し
か
ら
ば
君
子
同
は
、
不
遇
な
る
人
生
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
つ
〉
。
に
;
」
世
の
中
に
は
不
遇
に
耐
え
か
ね
、
「
小
人
は
険
を
行
い
て
以
て
幸
を
3
2
 
む
徽
む
」
(
第
十
四
章
)
と
、
危
険
な
賭
け
に
出
て
一
発
逆
転
の
傍
倖
を
臥
狙
う
者
も
い
る
。
だ
が
『
中
庸
』
は
、
そ
れ
を
小
人
の
処
世
と
し
て
引
退
げ
る
。
ー
「
君
子
は
其
の
位
に
素
し
て
行
い
、
其
の
外
を
願
わ
ず
」
「
貧
賎
に
山
紫
し
て
は
貧
賎
を
行
う
」
「
患
難
に
素
し
て
は
息
難
を
行
う
。
君
子
は
髄
入
る
と
し
て
自
得
せ
ざ
る
は
無
し
」
(
第
十
四
章
)
と
か
、
「
下
位
に
日
在
り
で
は
上
を
援
か
ず
。
己
を
正
し
て
人
に
求
め
ざ
れ
ば
、
則
ち
怨
総
み
無
し
。
上
は
天
を
怨
ま
ず
、
下
は
人
を
尤
め
ず
」
(
同
)
な
ど
と
語
輔
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
分
の
不
幸
は
天
や
他
人
の
せ
い
だ
と
責
任
転
嫁
9
し
た
り
せ
ず
、
逆
境
に
自
得
す
る
態
度
予
」
そ
、
君
子
が
取
る
べ
き
処
2
世
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
中
庸
』
は
「
己
を
正
し
て
人
に
求
め
」
ざ
る
方
法
と
し
て
、
「
射
は
君
子
に
似
た
る
有
り
。
諸
を
正
鵠
に
失
わ
ば
、
反
り
て
諸
を
其
の
身
に
求
む
」
(
第
十
四
章
)
と
、
「
反
求
」
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
不
遇
の
原
因
を
外
界
で
は
な
く
わ
が
身
に
求
め
、
ひ
た
す
ら
自
己
の
修
養
に
励
む
べ
き
だ
と
説
く
の
で
あ
る
。
乙
こ
ま
で
は
『
中
庸
』
も
、
「
故
に
君
子
は
己
に
反
る
に
惇
し
」
と
す
る
『
窮
達
以
時
』
と
、
極
め
て
よ
く
似
た
構
図
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
中
庸
』
は
そ
の
一
方
で
、
「
大
徳
あ
れ
ば
必
ず
其
の
位
を
得
る
」
「
天
の
物
を
生
ず
る
や
、
必
ず
其
の
材
に
因
り
て
棄
を
篤
く
す
」
「
大
徳
あ
る
者
は
必
ず
受
命
す
」
(
第
十
七
章
)
と
、
有
徳
の
君
子
は
必
ず
天
の
加
護
を
受
け
、
受
命
し
て
天
子
に
な
る
と
の
因
果
律
を
も
導
き
出
す
。
つ
ま
り
『
中
庸
』
に
お
い
て
は
、
「
善
を
為
す
者
は
、
天
之
に
報
ゆ
る
に
福
を
以
て
す
」
(
『
萄
子
』
宥
坐
篇
)
と
の
格
言
に
類
す
る
天
人
相
関
思
想
が
、
強
固
に
維
持
さ
れ
肯
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
『
中
庸
』
は
、
「
是
の
故
に
君
子
は
、
動
き
て
世
〉
天
下
の
道
と
為
り
、
行
い
て
世
〉
天
下
の
法
と
為
り
、
言
一
い
て
世
〉
天
下
の
則
と
為
る
」
(
第
二
十
九
章
)
と
か
、
「
唯
だ
天
下
の
至
聖
の
み
、
能
く
聡
明
容
知
に
し
て
、
以
て
臨
む
こ
と
有
る
に
足
る
」
(
第
三
十
一
章
)
と
、
歴
史
的
現
実
と
し
て
は
不
遇
の
ま
ま
に
終
わ
っ
た
か
に
見
え
る
君
子
も
、
実
は
彼
の
行
動
や
言
辞
が
そ
の
ま
ま
永
遠
の
道
標
・
法
則
と
な
る
形
で
、
天
下
に
君
臨
し
て
い
る
の
だ
と
語
る
。
。
こ
の
よ
う
に
『
中
庸
』
は
、
「
天
を
怨
ま
ず
、
人
を
尤
め
ず
、
下
学
し
て
上
達
す
。
我
を
知
る
者
は
其
れ
天
か
」
(
『
論
語
』
憲
間
篇
)
と
の
路
線
を
採
用
し
、
不
遇
に
自
得
す
る
君
子
、
す
な
わ
ち
孔
子
は
、
最
後
に
は
天
の
加
護
を
受
け
、
無
冠
の
王
者
と
し
て
天
下
に
君
臨
し
た
と
主
張
し
た
。
孔
子
の
失
敗
の
人
生
は
、
歴
史
的
現
実
と
し
て
は
何
人
も
否
定
し
ょ
う
が
な
く
、
「
善
を
為
す
者
は
、
天
之
に
報
ゆ
る
に
福
を
以
て
し
、
不
善
を
為
す
者
は
、
天
之
に
報
ゆ
る
に
禍
を
以
て
す
」
と
い
っ
た
因
果
律
を
孔
子
の
人
生
に
適
用
し
、
歴
史
的
現
実
の
中
に
そ
れ
を
貫
徹
さ
せ
る
こ
と
は
、
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
中
庸
』
は
、
観
念
の
中
に
歴
史
的
現
実
を
超
越
し
、
背
面
世
界
で
孔
子
を
天
の
高
み
へ
と
上
昇
さ
せ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
は
、
「
己
を
正
し
て
人
に
求
め
ず
」
と
か
、
「
反
り
て
諸
を
其
の
身
に
求
む
」
と
い
っ
た
不
遇
へ
の
対
処
法
、
不
遇
の
下
に
お
け
る
当
為
と
努
力
も
、
最
終
的
に
天
へ
と
上
昇
す
る
た
め
の
準
備
段
階
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
天
に
真
価
を
認
知
さ
れ
て
「
上
達
」
す
る
た
め
の
「
下
学
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
の
格
言
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
因
果
律
を
肯
定
す
る
一
方
で
、
な
お
孔
子
の
失
敗
の
人
生
を
救
済
せ
ん
と
す
れ
ば
、
と
う
し
た
解
決
策
が
発
案
さ
れ
る
の
は
、
当
然
の
結
果
だ
と
も
言
え
よ
う
。
詳
述
は
避
け
る
が
、
『
孟
子
』
も
基
本
的
に
は
『
中
庸
』
と
同
じ
立
場
を
取
る
。
『
孟
子
」
は
不
遇
に
お
け
る
当
為
を
次
の
よ
う
に
記
す
。
孟
子
日
く
、
舜
は
吠
畝
の
中
よ
り
発
ち
、
僻
説
は
版
築
の
間
よ
り
挙
げ
ら
れ
、
修
高
は
魚
塩
の
中
よ
り
挙
げ
ら
れ
、
管
夷
吾
は
土
よ
り
挙
げ
ら
れ
、
孫
叔
数
は
海
よ
り
挙
げ
ら
れ
、
百
旦
実
は
市
よ
り
挙
げ
ら
る
。
故
に
天
の
将
に
大
任
を
是
の
人
に
降
さ
ん
と
す
る
や
、
必
ず
先
ず
其
の
心
志
を
苦
し
め
、
其
の
筋
骨
を
労
せ
し
め
、
其
の
体
膚
を
餓
え
し
め
、
其
の
身
行
を
空
乏
せ
し
め
、
其
の
為
さ
ん
と
す
る
所
を
払
乱
せ
し
む
。
心
を
動
か
し
性
を
忍
ば
せ
、
其
の
能
く
せ
ざ
る
所
を
曾
益
せ
し
む
る
所
以
な
り
。
(
『
孟
子
』
告
子
下
篇
)
孟
子
は
『
窮
逮
以
時
」
と
同
様
に
、
舜
・
侍
説
(
部
読
了
惨
高
・
管
仲
・
孫
叔
数
・
百
塁
突
な
ど
が
、
君
主
に
才
能
を
見
出
さ
れ
て
抜
擢
・
登
用
さ
れ
、
不
遇
を
脱
し
た
実
例
を
列
挙
す
る
。
そ
し
て
彼
ら
の
前
半
生
に
お
け
る
不
過
を
、
「
其
の
能
く
せ
ざ
る
所
を
曾
益
せ
し
め
ん
」
と
す
る
意
図
か
ら
、
天
が
与
え
た
試
練
と
解
釈
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
が
与
え
た
不
遇
を
耐
え
忍
ん
で
修
養
に
励
め
ば
、
必
ず
や
将
来
、
そ
こ
か
ら
天
へ
の
道
路
が
関
げ
、
「
天
は
将
に
大
任
を
是
の
人
に
降
さ
ん
と
し
」
て
、
政
界
に
飛
躍
で
き
る
前
途
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
孟
子
の
場
合
も
、
不
遇
に
お
け
る
当
為
と
努
力
は
、
や
が
て
来
る
べ
き
上
昇
に
向
け
て
の
準
備
段
階
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
際
、
人
為
の
善
・
不
善
と
天
の
禍
福
が
対
応
す
る
と
の
因
果
律
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
一
言
う
ま
で
も
な
い
。
先
に
孟
子
が
列
挙
し
た
六
名
の
人
物
の
場
合
は
、
い
ず
れ
も
例
の
因
果
律
が
歴
史
的
現
実
の
中
に
貫
徹
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
孔
子
や
孟
子
自
身
の
よ
う
に
、
世
に
志
を
果
た
せ
ず
、
失
敗
の
人
生
を
送
っ
た
人
物
の
場
ム
尺
不
遇
に
お
け
る
当
為
と
努
力
は
、
空
し
く
水
泡
に
帰
す
る
の
で
あ
る
う
か
。
も
と
よ
り
そ
う
で
は
な
い
。
「
生
民
あ
り
て
よ
り
以
来
、
未
だ
孔
子
よ
り
盛
ん
な
る
は
有
ら
ざ
る
」
(
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
)
孔
子
で
あ
る
以
上
、
た
と
え
一
見
不
遇
の
ま
ま
に
終
わ
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
「
孔
子
の
若
き
は
、
野
則
ち
聞
き
て
之
を
知
る
」
(
『
孟
子
』
尽
心
下
篇
)
と
、
実
は
新
王
朝
G
の
樹
立
を
命
ず
る
天
命
を
聞
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
実
際
『
春
秋
」
を
同
制
作
し
て
無
冠
の
王
者
に
な
っ
た
の
問
。
的
孟
子
は
こ
う
し
た
形
で
孔
子
の
失
敗
の
人
生
を
観
念
の
虚
構
の
中
J
に
救
済
し
た
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
「
夫
れ
天
は
未
だ
天
下
を
平
治
せ
と
ん
と
欲
せ
ざ
る
な
り
。
如
し
天
下
を
平
治
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
今
の
臥
世
に
当
た
り
て
、
我
を
舎
き
て
其
れ
誰
ぞ
や
」
(
『
孟
子
』
公
孫
丑
下
川
篇
)
と
、
自
分
の
不
遇
を
も
来
る
べ
き
上
昇
の
準
備
段
階
と
解
釈
し
、
』
天
に
よ
る
加
護
を
確
信
し
て
、
自
ら
の
失
敗
の
人
生
を
も
救
済
せ
ん
仰
と
す
る
。
鵬
こ
の
よ
う
に
『
孟
子
』
も
、
観
念
の
中
に
歴
史
的
現
実
を
超
越
し
、
前
背
面
世
界
に
お
け
る
天
の
認
知
と
上
昇
を
説
い
て
、
不
遇
に
お
け
る
楚
当
為
と
努
力
に
意
味
を
与
え
る
構
図
を
描
い
た
。
ヲ
」
の
点
で
『
孟
子
』
鞠
は
、
前
述
し
た
『
中
庸
』
と
ほ
ぽ
同
じ
性
格
を
示
し
て
い
る
。
注
意
を
要
す
る
の
は
、
『
窮
達
以
時
』
に
は
こ
う
し
た
思
考
が
一
切
3
見
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。
「
動
く
は
達
せ
ん
が
為
に
す
る
に
は
非
ざ
る
な
り
」
「
学
ぶ
は
名
の
為
に
す
る
に
は
非
ざ
る
な
り
」
と
か
、
「
君
子
は
己
に
反
る
に
惇
し
」
と
す
る
当
為
と
努
力
は
、
そ
の
後
の
上
昇
と
天
に
よ
る
認
知
を
全
く
予
定
し
て
い
な
い
。
『
窮
達
以
時
』
の
場
合
、
不
遇
へ
の
自
得
は
、
あ
く
ま
で
自
得
へ
の
沈
潜
に
止
ま
る
の
み
で
、
そ
の
後
の
展
開
を
引
き
出
す
手
段
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
『
窮
達
以
時
』
が
「
天
人
之
分
」
を
唱
え
て
天
人
相
関
の
因
果
律
を
否
定
し
つ
つ
、
な
お
孔
子
の
失
敗
の
人
生
を
救
済
せ
ん
と
し
た
以
上
、
不
遇
に
お
け
る
当
為
と
努
力
は
、
そ
れ
自
身
で
自
己
完
結
す
る
も
の
と
し
て
、
人
の
領
域
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
天
へ
の
通
路
が
聞
か
れ
た
り
は
、
当
然
な
が
ら
し
な
い
の
で
あ
噌
令
。
そ
れ
で
は
、
『
窮
達
以
時
』
に
孔
子
が
全
く
登
場
し
な
い
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
郭
底
出
土
の
儒
家
的
著
作
十
篇
は
、
『
魯
穆
公
開
子
恩
』
や
、
子
思
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
『
中
庸
』
に
似
た
性
命
思
想
を
説
く
『
性
自
命
出
』
を
含
む
こ
と
、
子
思
・
孟
子
系
統
の
思
想
と
強
い
関
連
を
示
す
「
五
行
』
を
含
む
こ
と
な
ど
か
ら
、
主
に
子
思
学
派
の
手
に
成
る
著
作
と
考
え
ら
れ
る
。
孔
子
の
直
系
を
自
負
す
る
子
思
学
派
は
、
孔
子
の
人
生
を
弁
護
す
べ
く
『
窮
達
以
時
』
を
著
述
し
た
と
推
測
さ
れ
る
純
、
そ
の
際
作
者
は
、
そ
の
全
体
を
孔
子
の
発
言
と
す
る
前
提
に
立
っ
て
著
述
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
『
窮
達
以
時
」
そ
の
も
の
が
孔
子
の
発
言
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
か
ら
、
文
中
に
直
接
孔
子
が
登
場
す
べ
き
必
然
性
は
存
在
し
な
く
な
る
。
そ
し
て
『
窮
達
2
以
時
』
が
孔
子
の
発
言
と
し
て
後
世
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
た
め
、
前
3
掲
の
諸
曹
の
よ
う
に
、
陳
禁
の
聞
に
困
窮
す
る
一
場
面
を
設
定
し
、
『
窮
逮
以
時
』
と
ほ
ぼ
同
内
容
を
明
確
に
孔
子
自
身
に
諮
ら
せ
る
構
成
が
取
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ー』，、
従
来
「
天
人
之
分
」
の
思
想
は
萄
子
の
全
く
の
独
創
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
『
窮
達
以
時
』
の
発
見
に
よ
っ
て
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
上
述
し
た
『
窮
達
以
時
」
の
成
立
時
期
に
沿
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
『
苛
子
』
天
論
篇
に
見
え
る
「
天
人
之
分
」
の
側
が
、
先
行
す
る
『
窮
達
以
時
』
か
ら
影
響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
と
見
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
に
、
両
者
が
説
く
「
天
人
之
分
」
の
間
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が
存
在
す
る
か
を
探
っ
て
み
よ
う
。
『
窮
達
以
時
』
の
「
天
人
之
分
」
に
お
け
る
人
は
、
才
能
を
秘
め
な
が
ら
も
不
遇
に
自
得
す
る
君
子
・
賢
者
を
指
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
萄
子
の
「
天
人
之
分
」
に
お
け
る
人
は
、
必
ず
し
も
特
殊
な
君
子
・
賢
者
に
の
み
限
定
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
広
く
人
間
一
般
を
も
包
摂
す
る
概
念
と
な
っ
て
い
る
。
天
を
大
と
し
て
之
を
思
う
は
、
物
蓄
え
ら
れ
て
之
を
裁
す
る
に
執
れ
ぞ
。
天
に
従
い
て
之
を
煩
う
る
は
、
天
命
を
制
し
て
之
を
用
う
る
に
執
れ
ぞ
。
時
を
望
み
て
之
を
待
つ
は
、
時
に
応
じ
て
之
を
使
う
に
執
れ
ぞ
。
物
に
因
り
て
之
を
多
く
せ
ん
と
す
る
は
、
能
を
鴎
せ
て
之
を
化
す
る
に
執
れ
ぞ
。
物
を
恩
い
て
之
勿
前
は
、
物
を
理
め
て
之
を
失
う
こ
と
勿
き
に
執
れ
ぞ
。
物
の
生
ず
る
所
以
を
願
う
は
、
物
の
成
る
所
以
を
有
つ
に
執
れ
ぞ
。
故
に
人
を
錯
き
て
天
を
恩
わ
ば
、
則
ち
万
物
の
情
を
失
う
。
こ
こ
に
「
人
を
錯
き
て
天
を
思
う
」
と
言
わ
れ
る
人
と
は
、
人
為
・
人
道
の
意
味
で
、
物
資
を
生
産
・
加
工
し
た
り
、
管
理
・
蓄
積
し
た
り
し
て
、
社
会
の
富
を
増
大
さ
せ
て
い
く
人
間
の
営
為
全
般
を
指
す
。
ま
た
天
論
篇
の
冒
頭
部
分
で
、
「
本
に
彊
め
て
用
を
節
す
れ
ば
、
則
ち
天
も
貧
な
ら
し
む
る
と
と
能
わ
ず
」
と
か
、
「
養
い
備
わ
り
て
動
の
時
な
れ
ば
、
則
ち
天
も
病
ま
し
む
る
こ
、
と
能
わ
ず
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
場
合
も
、
人
為
に
専
念
す
べ
き
対
象
は
、
特
殊
な
君
子
・
賢
者
に
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
教
導
を
受
け
る
形
で
貧
困
や
疾
病
を
免
れ
ん
と
す
る
人
間
一
般
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
。
も
っ
と
も
天
論
篇
の
中
に
は
、
「
天
人
の
分
に
明
ら
か
な
れ
ば
、
則
ち
至
人
と
謂
う
べ
し
」
「
唯
だ
聖
人
の
み
、
天
を
知
る
を
求
め
ず
と
為
か
ざ
す
」
と
か
、
「
君
子
は
以
て
文
る
と
為
す
も
、
百
姓
は
以
て
神
と
為
す
」
「
君
子
は
其
の
己
に
在
る
者
を
敬
み
て
、
其
の
天
に
在
る
者
を
慕
わ
ず
。
是
を
以
て
日
に
進
む
な
り
。
小
人
は
其
の
己
に
在
る
者
を
錯
き
て
、
其
の
天
に
在
る
者
を
慕
う
。
是
を
以
て
日
に
退
く
な
り
」
な
ど
と
、
「
天
人
之
分
」
を
実
践
す
る
主
体
を
、
「
至
人
」
「
聖
人
」
「
君
子
」
と
規
定
す
る
か
の
表
現
も
見
え
る
。
こ
の
点
は
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
「
至
人
」
「
聖
人
」
「
君
子
」
と
い
っ
た
人
物
は
、
「
百
姓
」
や
「
小
人
」
が
天
人
相
闘
を
信
じ
、
天
象
に
一
喜
一
憂
す
る
現
状
を
批
判
す
る
文
脈
の
中
に
現
わ
れ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
愚
昧
な
「
百
姓
」
「
小
人
」
と
は
異
な
り
、
「
天
人
之
分
」
を
明
察
す
る
先
覚
者
の
野
意
味
合
い
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
天
論
篇
は
、
「
百
王
の
変
ず
る
α
乙
と
無
き
者
は
、
以
て
道
貫
と
為
す
に
足
る
。
(
中
略
)
治
は
其
の
詳
ば
し
き
に
尽
く
」
と
か
、
「
人
に
君
た
る
者
は
、
礼
を
臨
時
ひ
賢
を
尊
べ
ば
、
町
而
ち
王
た
り
」
な
ど
と
、
そ
の
全
体
が
統
治
論
と
し
て
組
み
立
て
ら
」
れ
て
い
る
。
却
し
た
が
っ
て
「
至
人
」
「
聖
人
」
「
君
子
」
な
ど
は
、
現
状
批
判
の
臥
場
面
で
は
知
的
先
覚
者
の
性
格
が
前
面
に
出
る
が
、
統
治
の
理
念
型
引
を
示
す
場
面
で
は
、
無
知
蒙
昧
な
民
衆
を
教
導
し
て
「
天
人
之
分
」
を
す
実
行
さ
せ
る
統
治
者
の
位
置
づ
け
が
前
面
に
出
る
。
こ
の
よ
う
に
萄
卵
子
の
「
天
人
之
分
」
で
は
、
人
は
統
治
者
と
民
衆
の
二
種
類
に
区
分
髄
さ
れ
、
君
子
が
「
天
人
之
分
」
を
推
進
す
る
主
体
と
さ
れ
て
は
い
る
削
の
だ
が
、
そ
れ
は
役
割
の
違
い
な
の
で
あ
っ
て
、
「
天
人
之
分
」
を
実
楚
践
す
べ
き
対
象
と
し
て
の
人
は
、
両
者
を
と
も
に
包
摂
し
て
い
る
の
駒
で
あ
る
。
3
こ
の
点
か
ら
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
苛
子
の
「
天
人
之
分
」
の
3
君
子
は
、
天
に
楽
観
的
態
度
を
取
り
つ
つ
民
衆
を
啓
蒙
し
統
治
す
ベ
き
存
在
で
あ
っ
て
、
『
窮
達
以
時
』
の
君
子
の
よ
う
に
、
天
に
悲
観
的
態
度
を
示
し
つ
つ
不
遇
に
自
得
す
る
存
在
で
は
な
い
。
と
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
た
原
因
は
、
『
窮
達
以
時
」
が
ひ
た
す
ら
君
子
個
人
の
人
生
の
遇
・
不
遇
を
媒
介
に
、
処
世
論
と
し
て
天
と
人
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
萄
子
の
側
が
国
家
の
治
乱
興
亡
、
社
会
に
お
け
る
富
の
生
産
な
ど
を
媒
介
に
、
統
治
論
と
し
て
天
と
人
と
の
関
係
を
論
ず
る
形
に
視
点
を
変
換
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
天
も
、
「
過
と
不
遇
と
は
天
な
り
」
「
窮
達
は
時
を
以
て
す
」
(
『
窮
達
以
時
』
)
と
、
個
人
の
遇
・
不
遇
を
決
定
す
る
時
代
・
時
世
か
ら
、
「
天
行
常
有
り
。
尭
の
為
に
存
せ
ず
、
祭
の
為
に
亡
び
ず
」
て
ら
「
列
星
は
随
い
旋
り
、
日
月
は
逓
い
に
熔
し
、
四
時
は
代
わ
る
が
わ
る
御
し
、
陰
陽
は
大
い
に
化
し
、
風
雨
は
博
く
施
す
。
万
物
は
各
々
其
の
和
を
得
て
以
て
生
じ
、
各
々
其
の
養
を
得
て
以
て
成
る
」
(
『
苛
子
』
天
論
篇
)
と
、
恒
常
的
な
運
行
法
則
を
備
え
、
万
物
を
生
成
す
る
自
然
へ
と
、
そ
の
性
格
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
両
者
が
説
く
「
天
人
之
分
」
に
は
、
大
き
な
差
異
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
両
者
に
は
共
通
し
た
性
格
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
ず
天
に
関
し
て
は
、
有
意
志
の
人
格
神
と
し
て
の
性
格
が
表
に
現
わ
れ
な
い
と
の
共
通
性
が
存
在
す
る
。
こ
の
点
で
両
者
は
、
上
天
の
意
志
を
前
面
に
出
す
『
中
庸
』
や
『
孟
子
』
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
乙
れ
は
両
者
が
人
為
の
善
悪
に
天
の
禍
福
が
対
応
す
る
と
の
因
果
律
を
否
定
し
て
、
と
も
に
「
天
人
之
分
」
を
4
唱
え
る
以
上
、
当
然
の
現
象
で
あ
ろ
う
。
3
つ
ぎ
に
人
に
関
し
て
は
、
人
を
個
人
と
し
て
捉
え
る
か
、
社
会
的
集
団
と
し
て
捉
え
る
か
と
の
相
違
を
超
え
て
、
人
は
そ
の
当
為
と
努
力
を
人
の
領
域
で
自
己
完
結
さ
せ
る
べ
き
存
在
な
の
だ
と
す
る
人
間
理
解
に
お
い
て
、
両
者
は
共
通
す
る
性
格
を
示
し
て
い
る
。
『
窮
逮
以
時
』
は
、
時
世
と
し
て
の
天
に
、
不
遇
な
る
君
子
個
人
を
対
置
し
、
処
世
論
と
し
て
「
天
人
之
分
」
を
説
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
萄
子
』
天
論
篇
は
、
自
然
と
し
て
の
天
に
、
政
治
・
経
済
・
倫
理
な
ど
に
よ
り
存
立
す
る
人
間
社
会
全
体
を
対
置
し
、
統
治
論
と
し
て
「
天
人
之
分
」
を
説
い
た
。
前
述
し
た
差
異
と
共
通
性
は
、
こ
う
し
た
枠
組
み
の
差
異
と
共
通
性
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
天
に
個
人
で
は
な
く
社
会
全
体
を
対
置
し
た
思
考
も
、
完
全
に
萄
子
の
独
創
と
言
い
切
れ
る
か
ど
う
か
は
、
な
お
不
明
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
兵
家
に
も
、
「
之
を
天
時
と
謂
う
は
、
人
事
の
み
」
「
天
官
・
時
日
は
、
人
事
に
若
か
ざ
る
な
り
」
(
『
尉
綾
子
』
天
官
篇
)
と
か
、
「
兵
を
用
う
る
者
は
、
天
の
道
に
順
う
も
未
だ
必
ず
し
も
吉
な
ら
ず
。
之
に
逆
う
も
必
ず
し
も
凶
な
ら
ず
。
若
し
人
事
を
失
わ
ぱ
、
則
ち
三
軍
敗
亡
す
」
(
『
通
典
』
巻
一
百
六
十
二
引
く
「
六
稲
』
侠
文
)
「
勝
を
天
道
に
寄
す
る
も
、
兵
勝
に
は
益
無
し
」
(
『
群
書
治
要
』
巻
三
十
一
引
く
『
六
橋
』
侠
文
)
と
、
天
に
国
家
や
軍
隊
を
対
置
し
て
、
軍
事
に
関
し
て
天
と
人
を
分
離
す
る
思
考
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
兵
家
の
「
天
人
之
分
」
は
、
ほ
と
ん
ど
軍
事
に
の
み
視
野
を
限
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
限
定
を
取
り
払
え
ば
、
苛
子
の
「
天
人
之
分
」
の
よ
う
な
、
天
と
人
聞
社
会
全
体
を
対
置
す
る
構
図
が
出
来
上
が
る
。
し
た
が
っ
て
萄
子
の
「
天
人
之
分
」
に
対
し
て
は
、
兵
家
の
「
天
人
之
【
伍
}
分
」
が
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
残
る
で
あ
ろ
う
。
七
『
墨
子
』
公
孟
篇
に
は
、
「
死
生
は
命
有
り
、
富
貴
は
天
に
在
り
」
(
『
論
語
』
顔
淵
篇
)
と
ば
か
り
に
、
す
べ
て
は
天
が
決
定
す
る
と
の
宿
命
論
を
説
く
儒
者
が
登
場
す
る
。
き
〈
ぜ
ん
公
孟
子
日
く
、
貧
富
・
寿
夫
は
、
麟
然
と
し
て
天
に
在
り
。
損
益
す
べ
か
ら
ず
と
。
又
た
日
く
、
君
子
は
必
ず
学
ぶ
と
。
子
墨
子
日
く
、
人
に
学
ぶ
を
教
え
て
、
而
し
て
有
命
を
執
る
は
、
是
れ
猶
お
人
に
諜
を
命
じ
て
、
其
の
冠
を
去
る
が
若
し
と
。
公
孟
子
は
、
人
の
貧
富
・
寿
夫
は
天
が
決
定
す
る
が
、
何
が
ど
う
な
っ
て
決
ま
る
の
か
は
錯
綜
し
て
い
て
、
そ
の
因
果
律
が
不
明
で
あ
る
以
上
、
人
為
的
努
力
で
は
制
御
で
き
な
い
と
語
る
。
こ
れ
に
対
し
て
量
子
は
、
一
方
で
宿
命
論
を
吹
聴
し
な
が
ら
、
他
方
で
学
べ
と
教
え
諭
す
の
で
は
、
頭
髪
を
包
め
と
命
じ
な
が
ら
、
冠
を
取
り
上
げ
る
よ
う
な
矛
盾
だ
と
批
判
す
る
。
さ
ら
に
公
孟
篇
に
は
、
墨
子
が
儒
者
の
程
子
に
向
か
い
、
「
儒
の
道
に
天
下
を
喪
う
に
足
る
者
四
政
あ
り
」
と
論
難
す
る
場
面
が
見
え
る
が
、
そ
の
中
に
は
「
又
た
命
を
以
て
、
貧
富
・
寿
夫
・
治
乱
・
安
危
き
だ
の
は
、
極
有
り
て
損
益
す
べ
か
ら
ず
と
為
す
」
と
、
や
は
り
宿
命
論
が
含
ま
れ
て
い
る
。
墨
家
は
非
命
論
を
提
唱
し
て
、
儒
家
の
宿
命
論
を
口
を
極
め
て
攻
撃
し
た
。
『
墨
子
』
非
命
中
篇
は
、
「
我
罷
不
肖
に
し
て
、
我
が
事
に
従
う
こ
と
疾
か
ら
ず
と
回
う
能
わ
ず
し
て
、
必
ず
我
が
命
は
固
よ
り
野
且
し
く
窮
す
べ
し
と
臼
う
」
と
、
人
為
的
努
力
を
放
棄
し
て
怠
惰
な
G
生
活
を
送
っ
て
置
き
な
が
ら
、
自
分
が
困
窮
す
る
の
は
天
命
の
せ
い
何
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
弁
解
す
る
宿
命
論
者
を
、
激
し
く
非
難
す
る
。
m
こ
の
よ
う
に
、
人
為
の
善
悪
に
天
の
禍
福
が
対
応
す
る
と
の
因
果
J
律
を
否
定
し
た
上
で
、
「
遇
と
不
遇
と
は
天
な
り
」
「
窮
達
は
時
を
以
と
て
す
」
と
す
る
思
考
か
ら
は
、
人
為
的
努
力
を
放
棄
し
て
天
命
に
委
引
い
ね
る
方
向
と
、
人
為
的
努
力
に
専
念
し
て
天
を
慕
わ
な
い
方
向
と
が
で
d
【附】
川
分
岐
し
て
く
る
。
『
窮
達
以
時
』
は
、
孔
子
の
失
敗
の
人
生
を
弁
護
す
j
る
目
的
に
沿
っ
て
、
後
者
の
方
向
を
選
択
し
、
そ
の
路
線
は
形
を
変
則
え
て
萄
子
の
「
天
人
之
分
」
に
継
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
逮窮『簡雌
注
郭
(
l
)
発
掘
調
査
の
結
果
は
、
湖
北
省
刑
門
市
博
物
館
「
剤
門
郭
庖
一
号
楚
基
」
(
『
文
物
』
一
九
九
七
年
第
七
期
)
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
造
営
時
期
を
「
公
元
前
四
世
紀
中
期
至
前
三
世
紀
初
」
と
す
る
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が
、
握
仁
義
「
剤
門
楚
基
出
土
的
竹
簡
《
老
子
》
初
探
」
(
『
剤
門
社
会
科
学
』
一
九
九
七
年
第
五
期
)
は
、
包
山
楚
基
よ
り
出
土
し
た
副
葬
品
と
の
比
較
か
ら
、
「
公
元
前
三
O
O年
」
と
推
定
す
る
。
(
2
)
劉
宗
漢
「
有
関
剤
門
郭
庖
一
号
楚
基
的
両
小
問
題
|
基
主
人
的
身
紛
与
儒
道
兼
習
|
」
〔
『
中
国
哲
学
』
第
二
十
輯
・
一
九
九
九
年
)
。
(3)
以
下
『
窮
達
以
時
』
の
引
用
は
、
刑
門
市
博
物
館
「
郭
庖
楚
墓
竹
筒
』
(
文
物
出
版
社
・
一
九
九
八
年
)
が
収
め
る
装
錫
圭
氏
の
釈
文
に
よ
る
が
、
異
体
字
の
類
は
で
き
る
限
り
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
張
光
裕
主
編
『
郭
底
楚
簡
研
究
第
一
巻
文
字
編
』
(
中
文
出
版
社
・
一
九
九
九
年
)
や
、
池
田
知
久
監
修
『
郭
底
楚
簡
の
研
究
川
口
(
大
東
文
化
大
学
郭
庖
楚
簡
研
究
班
・
一
九
九
九
年
)
、
及
び
私
見
に
よ
り
、
護
錫
圭
氏
の
釈
文
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
が
、
逐
一
の
注
記
を
省
い
た
。
(4)
注
(
3
)
に
前
出
の
『
郭
庖
楚
簡
の
研
究
付
」
序
文
や
、
池
田
知
久
『
郭
応
楚
簡
老
子
研
究
』
前
書
き
(
東
京
大
学
文
学
部
中
国
思
想
文
化
学
研
究
室
・
一
九
九
九
年
)
。
(5)
注
(
l
)
に
前
出
の
屋
仁
義
論
文
。
(6)
注
(4)
に
前
出
の
『
郭
庖
楚
簡
老
子
研
究
』
は
、
『
窮
達
以
時
』
を
萄
子
学
派
の
手
に
成
る
文
献
と
し
た
上
で
、
典
型
的
な
「
天
人
之
分
」
か
ら
変
化
し
た
、
や
や
後
の
文
献
で
は
あ
る
が
、
萄
子
の
後
学
の
手
に
成
る
雑
録
と
考
え
ら
れ
る
『
萄
子
』
宥
坐
篇
よ
り
は
前
の
成
立
と
す
る。
(7)
こ
れ
ら
の
諸
書
が
記
す
孔
子
の
発
言
と
、
『
窮
達
以
時
』
の
内
容
は
ほ
ぽ
同
じ
な
の
だ
が
、
「
天
人
之
分
」
な
る
表
現
は
、
ど
れ
に
も
存
在
し
な
い
。
(8)
と
れ
と
内
容
が
類
似
す
る
格
言
と
し
て
は
、
「
天
道
は
普
を
賞
し
て
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淫
を
罰
す
」
(
『
国
語
』
周
語
中
)
と
か
、
「
天
道
親
無
く
、
常
に
善
人
に
与
す
」
(
『
老
子
』
第
七
十
九
章
)
「
先
生
は
鬼
神
を
以
て
明
と
為
し
、
能
く
禍
福
を
為
め
、
善
を
為
す
者
は
之
を
賞
し
、
不
善
を
為
す
者
は
之
を
罰
す
と
」
(
『
墨
子
』
公
孟
篇
)
な
ど
が
あ
る
。
(
9
)
こ
の
点
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
受
命
な
き
聖
人
|
『
中
庸
』
の
意
図
|
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
第
六
十
一
号
・
一
九
八
九
年
)
参
照
。
(
叩
)
こ
の
点
に
関
す
る
詳
細
は
、
小
著
『
孔
子
神
話
』
(
岩
波
書
庖
・
一
九
九
七
年
)
第
三
章
3
「
孟
子
に
よ
る
孔
子
王
者
説
と
春
秋
著
作
説
」
参
照
。
(
日
)
末
永
高
康
「
も
う
一
つ
の
「
天
人
の
分
」
l
郭
庖
楚
筒
初
探
|
」
(
『
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
別
巻
・
一
九
九
九
年
)
は
、
『
窮
逮
以
時
』
の
「
天
人
之
分
」
を
孟
子
の
「
天
人
の
区
分
」
に
近
い
性
格
を
持
つ
と
し
、
「
命
を
知
り
て
而
る
後
に
道
を
知
り
、
道
を
知
り
て
而
る
後
に
行
を
知
る
」
と
す
る
郭
底
楚
簡
『
尊
徳
義
』
と
も
共
通
す
る
思
考
だ
と
言
う
。
し
か
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
『
窮
遼
以
時
』
の
「
天
人
之
分
」
と
孟
子
の
「
天
人
の
区
分
」
の
聞
に
は
重
要
な
差
異
が
あ
る
。
ま
た
『
尊
徳
義
』
の
方
も
、
孟
子
と
同
じ
よ
う
に
、
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
使
命
を
自
覚
す
れ
ば
、
進
む
べ
き
進
路
と
選
択
す
べ
き
当
為
が
自
覚
で
き
る
と
の
主
張
で
あ
る
可
能
性
が
残
る
。
『
窮
達
以
時
』
の
「
天
人
之
分
」
に
近
い
の
は
、
む
し
ろ
「
天
の
為
す
所
を
知
り
、
人
の
為
す
所
を
知
り
て
、
然
る
後
に
道
を
知
る
。
道
を
知
り
て
然
る
後
に
命
を
知
る
」
(
『
語
叢
』
二
「
命
を
知
る
者
は
望
む
こ
と
亡
し
」
(
『
語
叢
」
二
)
と
い
っ
た
思
考
で
あ
ろ
う
。
(
ロ
)
ど
ち
ら
が
先
に
形
成
さ
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
子
思
学
派
の
内
部
に
は
、
『
窮
達
以
時
』
の
よ
う
に
人
の
領
域
に
沈
潜
す
る
方
向
と
、
「
中
庸
」
の
よ
う
に
沈
潜
の
後
に
天
へ
の
通
路
が
聞
か
れ
る
と
す
る
方
向
が
併
存
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
(
日
)
原
文
は
「
思
物
而
物
之
」
で
あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
二
番
目
の
「
物
」
を
「
勿
」
に
改
め
て
読
ん
だ
。
(U)
こ
の
点
に
関
す
る
詳
細
は
、
小
著
『
黄
老
道
の
成
立
と
展
開
』
(
創
文
社
・
一
九
九
二
年
)
第
三
部
第
二
章
「
六
舗
の
兵
学
思
想
|
天
人
相
関
と
天
人
分
離
|
」
参
照
。
(
江
川
)
萄
子
の
「
天
人
之
分
」
の
根
底
に
は
、
「
夫
れ
天
地
の
万
物
を
生
ず
る
や
、
固
よ
り
余
り
有
り
て
、
以
て
人
を
食
う
に
足
れ
り
。
(
中
略
)
夫
の
足
ら
ず
と
す
る
は
、
天
下
の
公
患
に
は
非
ざ
る
な
り
。
特
だ
墨
子
の
私
憂
・
過
計
な
る
の
み
」
(
『
萄
子
』
富
国
篇
)
と
、
人
聞
き
え
努
力
を
怠
ら
な
け
れ
ば
、
基
本
的
に
天
は
人
聞
社
会
が
存
立
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
と
の
、
天
に
対
す
る
信
頼
、
天
に
対
す
る
楽
観
主
義
的
態
度
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
萄
子
の
「
天
人
之
分
」
に
は
、
「
天
は
人
の
暗
き
を
憂
え
ず
と
雌
も
、
戸
腕
を
闘
き
て
必
ず
己
が
明
を
取
ら
ば
、
則
ち
天
は
事
無
き
な
り
。
地
は
人
の
貧
し
き
を
憂
え
ず
と
雛
も
、
木
を
伐
り
草
を
刈
り
て
必
ず
己
が
富
を
取
ら
ば
、
則
ち
地
は
事
無
き
な
り
」
(
『
慎
子
』
威
徳
篇
)
と
す
る
慎
到
の
思
想
も
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
高
い
。
(
日
)
先
に
挙
げ
た
『
墨
子
』
公
孟
篇
の
中
で
墨
子
は
、
一
方
で
有
命
論
の
立
場
を
取
り
な
が
ら
、
他
方
で
学
べ
と
教
導
す
る
儒
家
の
雪
一
同
説
は
、
自
己
矛
盾
だ
と
批
判
し
て
い
た
。
だ
が
、
も
し
そ
れ
が
、
『
窮
達
以
時
』
の
よ
う
な
構
造
を
持
つ
言
説
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
矛
盾
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
萄
子
』
宥
坐
篇
・
『
韓
詩
外
伝
』
巻
七
・
『
説
苑
』
雑
雪
一
同
篇
な
ど
郭庖楚簡『窮達以時Jの「天人之分」について(浅野)
で
は
、
歴
史
上
の
人
物
の
故
事
を
列
挙
し
終
え
た
孔
子
が
、
「
故
に
君
子
は
博
く
学
び
て
深
く
謀
り
、
身
を
修
め
行
い
を
端
し
て
、
以
て
其
の
時
を
倹
つ
」
(
「
萄
子
』
宥
坐
篇
)
「
其
の
時
を
須
つ
者
な
り
」
(
『
韓
詩
外
伝
』
)
「
以
て
其
の
時
を
須
つ
」
(
『
説
苑
』
)
と
子
路
に
語
る
構
成
を
取
る
。
こ
う
し
た
構
成
は
、
現
在
の
不
遇
・
苦
境
を
脱
し
た
後
、
飛
躍
の
時
機
の
到
来
に
期
待
せ
ん
と
す
る
心
情
を
表
明
す
る
も
の
で
、
こ
の
点
で
は
む
し
ろ
『
中
庸
』
や
『
孟
子
』
に
近
い
性
格
を
示
す
。
こ
れ
ら
の
諸
書
が
、
『
窮
達
以
時
』
と
ほ
ぽ
同
じ
内
容
を
孔
子
に
語
ら
せ
な
が
ら
、
一
切
「
天
人
之
分
」
を
説
か
な
い
原
因
も
そ
こ
に
あ
ろ
う
。
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